
平 成 ２ ７ 年 ３ 月 吉 日 発 行
国 土 交 通 省 北 陸 地 方 整 備 局
松 本 砂 防 事 務 所 姫 川 出 張 所
℡0261‐72‐225 4 ＦＡＸ02 61 -7 2-3 544
HP :h t t p : / / www. hr r . ml i t . go . jp / ma t u mo to

本工事は、長野県北安曇郡小谷村地先において
砂防堰堤を構築する工事でありますが、現場までの
道のりは、国道148号より新潟県糸魚川市の根知
地区を通り抜けて現場まで至る事から、姫川出張
所から最も遠い工事現場になります。

現場代理人
小池 善行

㊤上空からの現場状況。右側の白い部
分が崩落対策。地山がもろい現場とい
うことがうかがえます。

当現場は、松川上流域の左支川北股入沢を二股（南股と北股の合
流点）から約５ｋｍ上流に行った所にある昭和４２年に完成した堰堤の
改築工事です。今年度より改築工事に着手する箇所でしたので、現場
までの工事用道路の造成が大変でした。やっと現場まで到達し施工開
始も束の間、8月10日に本州を直撃した台風１１号が出水の引き金と
なり被災。コンクリート打設のために掘削した本堤前面部が被害を受け
ました。また、堰堤本体の腹付け補強（堰堤前面部にコンクリートを増
厚する補強）のため、高所作業も多く、いろいろと苦労がありました。
しかし、その後も現場作業員全員の頑張りも有り、無事故で無事工事
完成することが出来ました。

現場代理人
平川 哲

現場の話に戻ります。今回の工事は終始苦労した現場となりました。まず、周
囲の地山が施工位置に向いた斜面で、岩盤・地山共に不安定であることから、
法面対策を行い本体工事に着手しました。途中、一部分の斜面で岩盤崩落や
地山崩壊もありましたが、地山監視を強化し作業を行っていた事もあり、予兆を
素早く察知し、現場内での事故を未然に防ぐ事が出来ました。
現場の最盛期には出水により被災しましたが、幸いにも人的被害はありません
でした。工期的にも、なんとか契約工期内に無事故で完成する事ができました。
「手のかかる子供ほどかわいい」といいますが、「苦労して完成した工事ほど嬉し
い」ものです。縁があれば今後も砂防工事に携わっていければと思っております。

施工場所は急峻な地形に囲まれた「いかにも砂
防工事の現場」なのですが、道なりに300ｍ程下る
と(中股第2号砂防堰堤袖)周囲の風景は一変しま
す。なんと、海(日本海)がみえるのです。雲ひとつな
い快晴の日なら能登半島まで見渡す事が出来るの
です。長野県にいるのに石川県が見えると思うと少
しだけ得した気分になれるのは私だけでしょうか？

㊤現場状況。下流側から。いかにもと
いった砂防の工事現場ですね。

㊦一転、現場から３００ｍほど下った所からの絶
景。中心奥に能登半島があります。見えますか？

㊧現場全景。向
かって左側が今回
の改築範囲。
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平成26年11月22日22時8分頃、白馬村を震源とする
地震が発生しました。いわゆる長野県北部地震です。震
度６弱を記録したこの地震により、小谷村・白馬村・長野
市の各所において主要生活道路等のインフラ設備や多
数の一般家屋などが被災しました。この地震で地元の生
活に大きな影響を与えました。
さて、3月7日に信州大学と白馬村の共催で「地震緊急
調査報告会」なるものが開催され、足を運んできました。
地震の発生源となった神城断層は活断層研究として
有名な場所で、１９７０年代より研究がなされている箇所
です。今回の地震で、白馬村大出地区から堀之内地区
間の約9kmにわたり、地表に段差が発生したとのこと。規
模がうかがえます。さらに！いろいろ書きたいことがたくさ
んありますが、スペースが無くなってきたので残念ながら
ここまで…。話は変わりますが、村内のスキー場へもシー
ズン中は何回か行きました。場内は活気に溢れており、
地震の影響はなさそうで安心しました。 編集担当：岩佐
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日本初の世界ジオパークに認定された糸魚川ジオパークが新
潟県糸魚川市小滝地区にあります。その中の24あるジオサイトの
１つであるヒスイ峡から約1.5km下流に位置するのが本工事現場
です。
そんな中、小滝瀬野田砂防堰堤事業はヒスイ峡、或いはアクセ
ス道路など糸魚川の重要な観光施設を保全する意味で大切な
事業だと感じています。ヒスイ峡に隣接する明星山は、約3億年
前東南アジア付近の海底のサンゴ礁が移動してできた石灰岩の
山と聞いています。現場内も石灰岩の転石が数多くありました。
壮大な歴史とロマンのある場所で工事ができることはうらやまれる
場所でお仕事ができているのかも知れません。もちろん当事者は
そんな余裕はなかなか感じていませんが・・・・。
最後に、皆さんが気になることではないかと思いますが、『きれ
いなヒスイには・・・』お目にかかれませんでした。
ヒスイ峡は天然ヒスイの原石を見れる事からジオサイトの中でも
人気のスポットとなっています。世界的に価値のあるヒスイ峡へ
来年は皆さんも一度足を運んでみてください。

２月４日、大町市にて工事安全対策研究発表会が行われました。
この発表会は、国や県発注による砂防工事などの従事者が、各
工事現場で取り組んだ安全対策を発表するもので、平成８年１２月
６日の蒲原沢土石流災害を契機に平成１０年１２月に開催してから、
今回で１７回目の発表会となります。
今年は国の直轄工事２９編のほか、長野件の砂防工事から６編
の契３５編の論文が集まりました（姫川出張所の工事からは６編） 。
この研究発表会を通じ、砂防工事の安全対策及び管理・創意工
夫の情報共有がより活発になることで、将来の無事故・無災害に繋
げることができれば、現場で知恵を絞ってきた技術者は冥利に尽き
ると思うのではないでしょうか。

監理技術者
榊原 伸一

当現場は新潟と長野の県境に位置し、姫川流域で発
生した異常出水による洗堀の拡大を防止し、施設効果
を復元するため既存の床固工を補強する工事です。
施工は昨年11月から行っており寒い時は氷点下10
度を下回ることもありましたが、何と現場から温泉が・・・。
そのおかげで作業員の心も体もポカポカ？でした。
現在工事も中盤を迎えようとしておりますが、今後も
作業員一丸となって無事故で完工させたいと思ってお
りますのでどうぞ宜しく願い致します。

補強範囲

温泉が噴出!!

㊨現場全景。
㊦現場は巨
大な転石が
多数あり、堰
堤構築の支
障となります。
重機で動か
せない転石は
時間をかけて
これらを壊し
ていくのです。
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現場代理人

富田 雄一
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㊧受賞者の皆さん。写真ではわかりませんが、全員満面の笑みです。
㊨湯ノ入沢砂防堰堤改築その4工事 監理技術者の勝野氏の発表。


